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令和5年度 

2級建築施工管理技術検定 

2次試験 解答試案 

 

【問題 1】 

施工経験記述(工程管理)により省略。 

 

【問題 2】 

用語 用語の説明 施工上留意すべき内容 

足場の手すり先行工法 足場の組立てや解体中の墜落・転落防

止対策として、作業床で上枠を組み立

てるときでも、手すりを先行して設置

してから作業する工法。 

労働者が足場の組立てなどの作業

の際に必ず手すりが設置された状

態で行うようにし、墜落などの災

害の危険性を回避しなければなら

ない。 

親綱 足場や鉄骨の組立・解体作業の墜落防

止のため、要求性能墜落制止用器具の

取付け設備として、水平に張られるロ

ープ等をいう。 

親綱支柱、取付金具や親綱を張る

ための緊張器などは、各部材や機

能の異常の有無を点検する。異常

を認めたときは使用しない。 

型枠の剥離剤 剥離剤は、型枠内に打ち込まれたコン

クリートとせき板との付着力を減少

させ脱型及び清掃を容易にさせるこ

とを目的に、せき板表面に塗布する薬

剤。 

せき板あるいはコンクリートの成

分と反応し、コンクリートに悪影

響を与えないものを選ぶ。 

グリッパー工法 カーペットの施工方法の 1つで、ウィ

ルトンカーペット、タフテッドカーペ

ット等の全面敷込みに用いられる工

法。 

グリッパーは、壁際からのすき間

（張り付けるカーペットの厚さの

約 2/3）を均等にとって、打ち付け

る。 

コンクリートの 

レイタンス 

コンクリート打込み後、ブリーディン

グに伴ってコンクリート表面に形成

されるぜい弱な物質の層。 

高圧水洗等によりレイタンスを取

り除き、健全なコンクリートを露

出させてから打ち継ぐことが必要

である。 

シーリング工事の 

バックアップ材 

シーリング材の三面接着の回避、充填

深さの調整あるいは目地底の形成を

目的とした成形材料。 

シーリング材と接着せず、弾力性

をもつ材料で適用箇所に適した形

状のものを使用する。 
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ジェットバーナー仕上げ バーナーによる火炎を当てて、石材表

面を粗面とした仕上げ。 

加熱により表層の組織が壊れるた

め、5 ㎜ 程度の余裕を厚さに見込

む。 

隅肉溶接 ほぼ直角をなす二つの面を溶接する

こと。重ね継手、T継手、角継手など

がある。 

隅肉溶接の有効長さは、隅肉サイ

ズの 10倍以上で、かつ、40mm以上

とするのを原則とする。 

せっこうボード張りに 

おけるコーナービード 

壁・開口部まわりなどの隅角部の動き

によるひび割れ、衝突による損傷を防

止するための補強部材。 

コーナービードとせっこうボード

を密着させるため、ビス等で止め

た後、パテ処理を行い、平滑に仕

上げる。 

鉄筋の先組み工法 柱や梁の鉄筋を工場や現場でかご状

に先組みし、所定の位置まで移動し、

建て込み、組み立てる工法。 

工事現場までの輸送や所定の位置

への設置に際して、有害な変形が

生じないように堅固に組み立て

る。 

壁面の 

ガラスブロック積み 

壁部分に、壁用金属枠を用いてガラス

ブロックを積んだもの。 

目地幅が狭すぎると力骨との接触

や充填が悪くなるため、標準寸法

10 ㎜ 程度とする。 

べた基礎 上部構造の広範囲な面積内の荷重を、

単一の基礎スラブまたは格子梁と基

礎スラブで地盤に伝える基礎。 

荷重の増大に対処するためには、

根入れを深くするか、地盤改良に

よって許容地耐力度を大きくする

必要がある。 

木工事の仕口 2つ以上の部材がある角度をもって接

合される箇所。 

仕口は構造的な弱点となりやすい

ため、他の工法、部材の取り合い、

配置等によって集中を避けるよう

にし、必要に応じ補強を行う。 

木造住宅の気密シート 気密工事の外壁，外部に面する天井ま

たは屋根・床の断熱を行う箇所の室内

面側に用いるシート。 

継目は下地材のある部分で 30 ㎜ 

以上重ね合わせ、その部分を合板、

せっこうボード等で挟みつける。 

 

【問題 3】 

1.A. 埋戻し 

 B. 耐火被覆 

2. 36％ 

3. 1.断熱材吹付 

2.4月上旬 

3.4,370万円 



本解答は、九州建設専門学院の「解答試案」です。解答内容は 

予告なしに変更になることがあります。ご了承下さい。 

──────────────────────────────────────── 

 - 3 - 

 

※下記は試験実施団体より公表 

 


